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《江談抄》句13、《古今著聞集》詩 1 首，句 4 、《作文大體》詩 4首，句 5句、《新撰朗咏集》句 5
句、《朝野群載》詩 7 首、《田氏家集》殘詩一首，句 2、《都氏文集》句 1、《教家摘句》句11、
《扶桑集》句 1、《本朝無題詩》詩16首、《本朝文粹》詩 1首、《本朝麗藻》句 2、《類聚句題抄》
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『日本詩紀』は江戸後期の漢詩人・学者である市河寛斎によって編纂された漢詩集であり、飛
鳥時代の近江朝から奈良時代、平安時代の平治まで428人の漢詩3204首、句527を収めていた。三
代詩集といってもいい。
『日本詩紀』の編纂方針は「全」を求めること、すなわちできるだけ近江朝から平治までの詩
を網羅しようとするのである。「録我詩命」は『日本詩紀』を通じて日本詩教の思想文化の伝統
と精神を唱えるのである。
